
（様式第１） 

 

実務修習受講申請書 

 年  月  日 

日本弁理士会会長 殿 

 

修習事務規程第５条第１項の規定に基づき、下記のとおり実務修習の受講を申請します。 

 

記 
 

１ 受講希望コース及び特許課目の選択 

   第 1 希望 受講希望コース：        特許課目： 化学 ・ 機械 ・ 電気     

   第 2 希望 受講希望コース：        特許課目： 化学 ・ 機械 ・ 電気      

   第 3 希望 受講希望コース：        特許課目： 化学 ・ 機械 ・ 電気     

２ 実務修習の課程の免除  （  申請する・ 申請しない  ） 

３ 受講資格 

(1) 弁理士試験合格（合格年 平・令  年）・（合格証書番号       ） 

(2) 弁護士有資格（司法修習終了年 平・令   年）・ 

（司法修習終了証書番号又は弁護士登録番号           ） 

(3) 特許庁審判官・審査官経験者（従事した通算期間          年） 

４ 発送物の送付先（ 住所 ・勤務先 ） 

５ 添付書類 

・受講資格を証明する書面 

・払込票の写し 

・写真（１枚貼付、１枚添付） 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏名 

 

           男・女 

生年月日 
大・昭・平   年   月   日 

住所 〒 

 

 

勤務先名  

所在地 〒 

 

 

連絡先電話番号  

連絡先ファック

ス 

 

メールアドレス  

 

 

写真 

縦 45mm×横 35mm 

（パスポート（旅券）サイズ） 



 

備考： 
１ この受講申請書は、配達証明郵便にて日本弁理士会会長宛に送付すること。   
２ 「連絡先電話番号」の欄には、勤務先や携帯電話等の昼間に連絡可能な番号を記入す

ること。 
３ 「住所」の欄には、郵便物が必ず届くように正確に記載すること（アパート・マンシ

ョン名、同居の場合は～方等も記載すること）。 
４ 「メールアドレス」の欄には、携帯電話のメールアドレスを記載してはならない。 
５ 写真は、旅券法施行規則（平成元年外務省令第十一号）別表第一（※）に定める要件

を満たしたものを２枚用意し、裏面に氏名を記載し、１枚は全面に糊を付け、「写真」
の欄にしっかり貼付し、１枚は受講申請書に添付すること。 

６ 「受講希望コース」の欄には、開催地及び曜日を記入し、「特許課目」の選択肢は、第
１希望から第３希望まで、各々１つの課目を選択すること（第１希望から第３希望ま
で、いずれも化学を選択することも、第１希望は化学、第２希望は機械、第３希望は
電気とするように、異なる課目を選択することも、可。）。 

７ 添付書類には、「３ 受講資格」を証する書類及び銀行口座に受講料を振り込んだこと
を証する書面（振込票の写し等）を添付すること。 

８ 実務修習の課程の免除の申請をする場合には、弁理士法施行規則様式第１の「実務修
習の一部免除申請書」を添付すること。 

９ 実務修習の特別措置の申出を行う場合には、様式第２の「特別措置に関する申出書」
を添付すること。 

 
 
※参考：旅券法施行規則別表第一 
 下記４．の括弧書き部分の例外を認める主体は指定修習機関とする。 

 


